
Vol.９１ 令和６年８月９日発行

福島県土木部では、インフラを観光資源として活用する「インフラツーリズム」に取り組んでいます。

令和４年度に県の重点事業としてスタートし、令和５年度は県内各地区でモニターツアーを実施しま

した。

今回は、親子で楽しめるプログラムとして、普段体験できない「福島交通車両基地内での鉄道運

転体験」や「摺上川ダム監査廊見学」など、インフラを楽しみながら学ぶことができる県北地区内の

モデルツアーの様子をご紹介します!

【実施日】

令和６年７月２７日（土）

【見学施設】

①福島交通(桜水車両基地)、②十綱橋、③摺上川ダム

【参加者】

県内外の７組の親子が参加（参加者数１７名、内お子様８名）

県のホームページ、ＪＴＢのメルマガ及びポータルサイト、SNS等により、ツアー参加者を

募集しました。



①桜水車両基地見学

【概要・行程表】
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福島交通飯坂線桜水車両基地

（車両基地見学・運転体験）
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十綱橋 ※車窓観光

摺上川ダム

（監査廊探検）

コラッセふくしま

（オリジナル新聞製作）

▲車両の運転体験!

福島交通飯坂線を実際に走っている車両を、鉄道職員のガイドの元、車両の仕組みを見

学し、運転体験を行いました。飯坂線を走る車両(1000系)は、かつて東急東横線と東京メ

トロ日比谷線で運用されていた車両で、現在も東急池上線や多摩川線などで運用されている

車両と同じものです。運転体験終了後には、名前入りの体験証が授与されます!

◀運転体験証明証



②摺上川ダム見学

摺上川ダムは、東北最大級の「中央コア型ロックフィルダム」という型式のダムで、岩石や砂

利・粘土等を積み上げて造られています。一般立ち入りできない管理用通路（監査廊）を通

り抜け、ダム堤体を下から見上げる貴重な見学ができました!

摺上川ダムのインフォメーションセンターは、流域の小学校の「学習の場」やダム来訪者の

方々にダムへの理解を深める場所となっており、模型や展示物を用いて、川の水量を保つ「治

水」と生活に必要な水をダムから送る「利水」のはたらきなどを学ぶことができました。

監査廊内は、ダム内側の深いところにあり、
夏の暑さ、冬の寒さの影響を受けないため、

1年を通じて温度変化は少なく約15度です!

◀摺上川ダムインフォメーションセンター

▲様々な角度からダムを見学!



【まちづくり瓦版発行元】
福島県土木部まちづくり推進課

○TEL 024－521－7511
○FAX 024－521－7956
○e-mail
machizukuri@pref.fukushima.lg.jp
○URL
http://www.pref.fukushima.jp/machi/

✎ 編集後記 ✎
今回のモデルツアーでは、実際に福島交通飯坂線で運用されている車両の運転体

験や摺上川ダム管理用通路（監査廊）の見学等、参加者の皆様からご好評をいた
だきました。最後の新聞制作では、自分たちの生活に密接に関わっているインフラの仕
組み等について、ご家族で振り返っていただき、楽しいだけでなく学びも多いツアーとなっ
たかと思います。

また、県内外の方に気軽に参加していただけるよう今回のモデルツアーは日帰りツアー
としましたが、ツアー後に福島に宿泊し、福島の観光を楽しまれた方もいらっしゃったよう
でした。

今回のモデルツアーでは、お客様から「とても楽しかった」などの声を聞くことができ、イン
フラも観光資源として十分に通用すると感じました。まちづくり推進課では、引き続きイン
フラ施設のPR等を行い、県内のインフラツーリズム推進に取り組んでまいります。
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今回のモデルツアーでは、実際に福島交通飯坂線で運用されている車両の運転体

験や摺上川ダム管理用通路（監査廊）の見学等、参加者の皆様からご好評をいた
だきました。最後の新聞制作では、自分たちの生活に密接に関わっているインフラの仕
組み等について、ご家族で振り返っていただき、楽しいだけでなく学びも多いツアーとなっ
たかと思います。

また、県内外の方に気軽に参加していただけるよう今回のモデルツアーは日帰りツアー
としましたが、ツアー後に福島に宿泊し、福島の観光を楽しまれた方もいらっしゃったよう
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フラも観光資源として十分に通用すると感じました。まちづくり推進課では、引き続きイン
フラ施設のPR等を行い、県内のインフラツーリズム推進に取り組んでまいります。

モニターツアーの様子や
県内のインフラ施設につ
いては、こちらのポータル
サイトで紹介していますの
で、ぜひご覧ください!

ふくしまインフラツーリズムポータルサイト
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/infra/

③オリジナル新聞制作

夏休み期間にツアーを実施したため、夏休みの自由研究の題材としてまとめられるようなオリ

ジナル新聞を制作し、ツアーの振り返りを行いました。

親子ごとに新聞のタイトルや見出し、おすすめポイントなどが違い、様々な視点からインフラの

魅力や仕組みを体感できたことがわかりました。

インフラ施設を知らない相手に自分の体験を
伝えるような新聞を作成!


